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既婚女性全体　N=500

こまめに電気を消す、暖房をつけないなど光

熱費の出費をおさえる

買い物はポイントがたまるところでなるべくする

生活必需品は安い時にまとめ買いをする

外食を控え、なるべく自宅で食事を作ったり、

お弁当を持参したりする

缶ジュースやペットボトル入り飲料の購入を

控え、外出先には水筒を持参したりする

洋服やアクセサリーなどファッショ ン関連の

ものの購入を控える

遊びや旅行に行く回数を減らす

美容院・理容店に行く回数を減らす

本やCDは購入せずにレンタルにする

車の利用を控え、徒歩や自転車で移動にする

お酒を飲みに行く回数を減らし、自宅で飲む

ようにする

おやつを買わない

その他

Q .あなたは“節約”していますか？

Q .あなたはどんな“節約”していますか？

「節約」している既婚女性は81.5%

just
w e find  tru e feelin g s 

ジャストリサーチサービス株式会社モニター：1都３県に居住する16～59才の既婚女性613ｓ 実施期間：2009年2月27日（水）～3月2日（火）

「節約」　と「節約疲れ解消法」　（節約に関する調査）　２００９年２月度　

している まあしている どちらともいえない

あまりしていない
していない

“節約”を「している」「まあしている」回答者ベース
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“節約疲れ”解消法　N=231

最もあてはまる”節約疲れ”解消法 N=213

スイーツなど甘いものを食べる

たまの旅行の際にはケチケチせずに良いホテルに泊った

り、おいしい料理を食べたり、お土産を購入したりする

円ショ ップやアウトレット、ブックオフなどの安売り店で思

いきり買う

自分の趣味のものにだけお金をかける

光熱費の明細など節約した結果をみて満足する

好きなブランドの洋服やバッグなど自分のオシャレのため

のモノを買う

外食の代わりに、家で凝った料理を作るようにする

自分のためにマッサージやエステに行ったりする

ただひたすら寝る

好きなアーティストのコンサートに行ったり、観劇をしたり

する

走ったり、スポーツをしたりと、体を動かして発散する

特に何もしていない

Q .あなたは“節約疲れ”を感じませんか？

節約”を「している」「まあしている」回答者ベース

※2009年1月度調査で「節約している内容」の自由回答であがった項目

Q .あなたが普段している“節約疲れの解消”はなんですか？

半数弱（46.2％）が「節約疲れ」を感じている

“節約疲れ”を「感じる」「まあ感じる」回答者ベース

※2009年1月度調査で「節約疲れ解消法」の自由回答であがった項目
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毎日 週に２～３回くらい 週に１回くらい 月に２～３回くらい月に１回くらい

２～３ヶ月に１回くらい

４～６ヶ月に１回くらい 年に１回くらい

週に１回くらい

月に２～３回くらい

２～３ヶ月に１回くらい

「甘いもので解消」⇒週に1回以上　65.1％
　「旅行で豪勢に」⇒　4～6ヶ月に１回以下　73.1％

あなたの最もあてはまる“節約疲れの解消”はどのくらいの頻度ですかQ.

節電

ポイント

まとめ買い

内食

「節約主婦」の半数が感じている「節約疲れ」を解消するのは・・・“スイーツ”。
既婚女性の8割が“節約をしている”とこたえ、もはや節約するのは当たり前の生活となっているものと思われる。その「節約法」の中身は、知恵の勝負も問われる「節電」、たまったポイントで節約疲れ
の解消も見込める「ポイント買い」、「まとめ買い」、マイ弁ブームなども見られる「内食」が70％前後で行われている。　
“節約をしている”既婚女性の約半数（46％）が“節約疲れ”を感じ、その解消法としては「甘いものを食べる」「たまの旅行では豪勢に」があげられた。但し、その頻度には差があり、甘いものでの解消
は週１回以上が65％、旅行での豪遊は4-6ヶ月に1回以下が73％で、手軽に節約を忘れて消費するのは“スイーツ”ということがみてとれる。

また、節約行動についての2択質問では「節約」といえども、たんに安いモノやサービスを購入するのではなく、価値を下げず（むしろ上げて）、頻度を減らすなどして節約しようとする“価値志向”節約
が（商品カテゴリーにより差はあるものの）確実に存在。特に「衣類・バッグ」では67％が価値志向であった。

47.6 52.4
「節約」のために、はじめから安いものを買う

他の商品より値引き後が高くても値引き率
のよいものを買う

42.657.4
旅行や遊びの頻度は減らさず、

旅費や宿泊代、食事代などの費用を「節約」する

旅行や遊びの頻度を減らし
その代わり出先では良いホテルにとまったり
おいしいものを食べたりする

67.2 32.8

衣類やバッグは、少々高くても長持ちするものを買い、
回数を減らして「節約」する

衣類やバッグは、長持ちしなくても
とにかく安いものを買うことで「節約」する

コンサートや映画に行く回数は減らさず
安売りチケットを購入したり、低料金の日に行き「節約」する

コンサートや映画に行く回数は減らし
その代わり良い席をとるなどして少し贅沢をする

Q .「節約行動」であてはまるのはどっち？
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